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情報処理表紙デザインにあたって

＜作品説明＞
　絶え間なく流れ，無数に広がっていく情報の中
から，価値ある情報や優れた技術が収集されてい
く様子を表現．あふれる情報の中から，厳選した
情報を紹介していることを表しています．

笹森法子
（株）日立テクニカルコミュニケーションズ

情報処理49巻の表紙デザインへは多くの方にご
応募いただきありがとうございました．審査の結
果，笹森法子氏のデザイン案が採用されました．

 101 名誉会員　関本忠弘博士を偲ぶ　渡部　和追悼記事 
Mourning
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　アシモフのロボットの頭脳は，確か白金の極細ワイヤに陽電子を帯電させたもの（？）だ

ったと思う．それらのロボットが，人間と同じ社会で生活し，人間に大きな影響を与えなが

ら共生する様子が描かれている．現実のロボットのレベルがそれよりははるかに原始的であ

ることは言うまでもないが，近づけるための努力は継続されている．今月号の特集は｢ロボ

ットメディアによる人間情報処理研究｣で，土井美和子，萩田紀博がエディタ．“人間情報

処理”の研究という題が目新しい．たとえば，アンドロイドと接したときの人間側の反応の

分析，ロボットと人間との間の物理的な距離等の“人間─ロボット社会”的研究，ロボット

に対する人間側の意識レベル以下の反応，自閉症療育へのロボットの応用，“教え合うイン

タフェース”など，これまでの機能目的一辺倒の研究とはかなり違う方面を目指していて興

味深い．ロボットの外形に関する“不気味の谷”の話も面白い．

　｢RoboCup 2007 サッカーシミュレーションリーグ参加報告｣（中島智晴）は，実際に参加

した人からの報告．組織の説明や対戦方法などが詳しい．

　｢機械翻訳最新事情：（上）統計的機械翻訳入門｣（永田昌明，渡辺太郎，塚田元）は，実

用が広まってきている機械翻訳の解説．記事の中間部分については“高度に数字的なので読

み飛ばしても可”とのことだが，読み飛ばしてみたら何も分からなかった．実データを元と

する情報処理の典型例に思える．2回シリーズの1回目．

　｢朝日放送が取り組む IP ネットワークを活用したHD番組運用～生放送番組｢おはよう朝

日です｣での運用例～ ｣（水町勝利）はHigh Definition映像のままアメリカから日本へ伝送

した話．大変そうであることは分かったが，放送や通信の機器と方式の用語のオンパレード

ではある．

　｢StarBED：大規模ネットワーク実証環境｣（宮地利幸他）は，実機によるネットワーク実

験環境構築の話．数百台の“コンピュータ”を扱うともなると，全体のコンフィギュレーシ

ョンを作ったり実験を実施したりする制御ソフト群もかなり大掛かり．

　｢仮想マシンを支えるハードウェア技術（AMD） ｣（岡野浩史）は“仮想マシン道しるべ”の

シリーズ．仮想OSの改変をしないでも済むようにするハードウェアサポートの話．コンピ

ュータの最初期から続けられてきているソフトウェアとハードウェアの相互発展の例として

も興味深い．

　｢情報科学の新たな地平線を求めて－数理モデル化と問題解決研究会－｣（北栄輔）と｢組

込みシステム研究会｣（高田広章）とは“研究会千夜一夜”のシリーズ．研究会に書いていた

だいているこのシリーズもそろそろ終盤になってきている．

　｢企業における標準化活動について｣（宮島義昭）は “標準化よもやま話”のシリーズ．追

求対象としての“人類の幸福”と“自社ビジネス”との対比が，経験を踏まえて語られる．

　｢名誉会員　関本忠弘博士を偲ぶ｣（渡部和） は，同博士の追悼文．80歳で人生引退はい

かにも早い．（Skay）
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